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団体名：宇治田原町

プロジェクト名 環境対策プロジェクト 実施期間 平成24年度～ 環境対策プロジェクト
 新規・継続の区分

地域における現状、課題及び住民ニーズ
 町面積58.26㎢の内、山林が大部分を占め、豊かな自然に囲まれていることは、本町の特徴でもあり財産とも言える。しかし、現在では、地球温暖化や不
法投棄の増加など豊かな自然環境の破壊が懸念されている状況である。本町が有する豊かな自然環境を守り、次世代に引き継いでいくことが必要とされて
いる。

プロジェクトの目的及び概要

　自然環境の保全及び創造、循環型社会の形成、地球温暖化防止等、環境負荷が少ないまちづくりを進めるとともに、住民と協働し、環境保全に関する多
様な施策を実施し、「ひとりひとりの環境に配慮した行動」の実践と積極的な環境配慮意識の醸成、一般廃棄物の適正な処理、減量、分別排出の徹底を図
る。

総事業費（千円） 9,034 本年度事業費（千円） 9,034 交付金額（千円） 2,598

プロジェクトを構成する事業の平成２４年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

低炭素化社会推進事業

地球温暖化の防止及び環境への負荷が少ないエネルギーの普
及促進を図るとともに、低炭素化社会実現へ向けた取り組み
を推進する。町内各所に設置されている街路灯及び各公共施
設における照明の光源を消費電力が少なく、ＣＯ２の削減に
つながるＬＥＤ照明への交換を実施する。

LED照明への交換本数
　施設…691本
　道路の街路灯…2,045本

薪・ペレットストーブのある暮らし推
進事業

薪ストーブ及び木質ペレットストーブを活用した地球にやさ
しいまちづくりを推進する。薪ストーブ及び木質ペレットス
トーブ普及を図るため、老人福祉センターに薪ストーブを設
置し、住民に体感してもらうとともに、イベント等において
住民向け展示ブース等を設置し、啓発をはかった。また、町
内の住居及び事業所等に薪ストーブ若しくは木質ペレットス
トーブを設置された場合に購入額の1／3以内の補助を行う。

◆薪ストーブ普及啓発
　・やすらぎ荘に薪ストーブ設置。
　・ふるさとまつり、商工祭にて薪ストーブ展示。
　・町HP、区回覧及び町広報紙等にて啓発
◆薪ストーブ設置補助
　・補助制度創設　実績：3件　750,000円

　・公共施設に薪ストーブを1台設置
　・設置補助台数　3台

小水力発電推進事業
小河川に小水力発電設備を設置し、発電した自然エネルギー
を使用することにより、地球にやさしいまちづくりを推進す
る。

荒木天皇地内に小水力発電設備を設置。発電施設には発電の
システムなどの概要を示した看板を設置し、再生可能エネル
ギーの活用について啓発。
水力で発電した電力を活用し監視カメラのバッテリー電力と
して活用中。



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２４年度分）

団体名：宇治田原町

住民
協働
事業

関連事業

住民が
取り組む

事業
交付対象事業

○ （左の理由）

（理由） （時期）

地球にやさしいノーマイカー促進事業

町内各企業にノーマイカー通勤の実施啓発を行うとともに、
夏休み期間を対象に公共交通（バス）利用時における無料チ
ケット（大人１人につき、子ども２人まで）を配布し、公共
交通機関の利用を促進するとともに、二酸化炭素排出量の削
減につなげる。

住民を対象に公共交通の利用促進を図るべく、エコバスファ
ミリーチケット配布。
町職員を対象に月1回のエコ通勤実施。
事業所を対象に『エコ通勤参加事業所登録制度』創設。

エコバスファミリー　　143枚【前年度111枚】
エコ通勤（4～3月）平均実施率72.8％【前年度74.3％】

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

環のくらし地域活動促進事業

循環型社会の実現を目指して、ごみの減量化、再資源化、最
終処分量の削減に住民自らが取り組む環境活動を支援し、環
境保全活動の促進を図る。

◆集団回収事業補助
・地域団体　14団体　・回収量　571,760㎏
・補助額　1,715,280円　・単価　3円/kg
◆地域で実施された環境活動
・清掃活動(河川・道・ｺﾞﾐｽﾃ等)、環境学習会、エコバック運
動、地球温暖化勉強会、グリーンカーテン、花壇植替えなど

本プロジェクトに
対する自己評価

住民の自治意識を高める成果

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値

環境意識の向上（再資源回収量の増）
　環のくらし地域活動促進事業（集団回収事業補助）
【H23年3月末】地域団体：14団体、回収量：561,610kg
【H24年3月末】地域団体：14団体、回収量：582,380kg

成果指標の実績値
（平成25年3月31日時点）

集団回収事業補助
　地域団体：14団体、回収量：571,760㎏
　　　　　　　　　　　　　　（平成25年3月31日時点）

成果指標の達成状況
数値だけをみれば、回収量は減少している。しかし、人口減少や新聞紙や雑誌を購入しない家庭も多いことが影響し、回収
量の減少はごく自然なことであると考えられる。

　地域団体や住民ボランティアによる自主的な活動として、再資源回収活動や川の掃除活動など環境美化活動への取組みを
推進することで、住民一人ひとりの環境に配慮する意識の向上を図った。

広域的波及成果
　環境配慮意識の高揚を地域でのごみの減量化・再資源化に結びつけることにより、城南衛生管理組合内の廃棄物処理の負
担軽減に貢献できる。

行財政改革に資する成果
　住民一人ひとりが、一般廃棄物の適正な処理、減量、分別排出を徹底することで、収集作業の効率化、安全性の向上が図
られ、経費の縮減につながる。

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果
※未達成の場合も効果
　を記載すること

　エコへの取組や住民主体の美化活動や自然環境保全活動等を推進することによって、住みよいまちづくりに対する住民の意識高揚につながった。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。


